
①

⇒

⇒

⇒
主体的に学習に取り組
む態度

R５年度全国学力・学習状況調査の生徒質問紙「授業では、課
題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいた」と
いう項目で、肯定的な回答９０パーセントを上回る。

「個別最適な学び」「協働的な学び」を充実させ、実際の
問題に即し、自ら考え、探求することで、課題解決能力
の向上を図る。そして、自分の考えや意見を他の生徒に
自信をもって伝えることができるよう指導する。

知識・技能
R4年度全国学力・学習状況調査の国語・数学の自校結果よ
り、「知識・技能」において、昨年度より５pt以上向上させる。

各授業で工夫を凝らし、効果的な学習法を伝えたり、定
期的に小テストを実施したりすることで、「知識・技能」
の習得を図る。また、「Morning Skill-Up Unit」や放
課後学習会、少人数指導をとおして、ひとり一人のニー
ズに対応していく。

思考・判断・表現
R4年度全国学力・学習状況調査の国語・数学の自校結果よ
り、「思考・判断・表現」において、昨年度より５pt以上向上させ
る。

教科等横断的な視野をもち、各教科において、１つの教科の知
識だけでなく、他の教科で得た知識を用いて考える発問をす
ることで、思考力を育てる。そして論理的に説明・表現するこ
とができるよう研究、実践する。

目　標 策

　　　　　　　　　　　　　目　標 ・ 策

③

⇒

⇒

思考・判断・表現 変更なし ⇒

主体的に学習に取り組
む態度

変更なし

知識・技能 変更なし

　中間期見直し（全国学力・学習状況調査結果分析後）

目　標 策

中１

中３

中２

④ 　　　　さいたま市学習状況調査結果・分析

主体的に学習に取り組
む態度

知識・技能

思考・判断・表現

⑤ 　　　　　　　　目標・策の達成状況 評価（※）

思考・判断・表現

R５年度とR４年度の全国学力・学習状況調査の「思考・判断・表現」の全国平均正答率と自校の結果を比
較すると国語+０.６pt、数学+２.8ptであった。英語のR5年度の自校と全国の平均正答率を比較する
と＋４０．２ptであった。しかし、数学と英語において、自分の言葉で説明する問題に課題があることが
分かった。各教科で学習した「知識・技能」を活用して、考えを表現する授業を展開していきたい。

主体的に学習に取り組
む態度

R５年度全国学力・学習状況調査「１、２年生のときに受けた授業では、課題の解決に向けて、自分で考
え、自分から取り組んでいましたか」の質問項目の、肯定的な回答の割合は９５．８％で目標値より、５．
８％上回った。今後も生徒の創造性を育むような課題解決型の学習に取り組んでいきたい。

② 全国学力・学習状況調査結果・分析

知識・技能

R５年度とR４年度の全国学力・学習状況調査の「知識・技能」の全国平均正答率と自校の結果を比較す
ると、国語+3.7pt、数学+5.8ptであった。英語のR5年度の自校と全国の平均正答率を比較すると＋
４２．６ptであった。問題ごとの正答率もほとんどが９０％を超えており、どの教科も高い水準にあると
言える。

主体的に学習に取り組
む態度

知識・技能

思考・判断・表現

⑥ 　　　　　　　次年度への課題と改善策

※評価 Ａ ８割以上（達成） Ｂ ６割以上（概ね達成） Ｃ ６割未満（あと一歩）
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